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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

東病棟～月、水、金曜日は東病棟の入浴日のため深夜スタッフはお湯を入れておいて下さい。

安全運転講習会～12/19、20、21日にあります。冬季の運転確認のため参加しましょう。

山下　ヨシ様～本日青森労災病院を退院され南Ｂ病棟へ転入されています。輸血を施行され12/14日より経口摂取開始しており現在、主食は全粥、副食は常食を頂いております。

＜千葉　良Ｄｒから＞

スタッフへ～ラミシール(125mmg)錠服用されている患者様は当病棟に６名おりますが副作用として重篤な症状を来たすことがあり次の患者様について千葉良Drから

1) 長坂　才次郎様、貧血がありますので服用は中止とします。

2) 濱浦　正明様、肝機能値が上昇してきていますので服用中止とします。2名の方は検査結　　　　　　　果が落ち着いて来たら服用して頂きます。

3) 瀬川　はな様

4) 高橋　康光様

5) 高橋　良一様

6) 永洞　恭子様　の4名の患者様について爪の病変があるかチェックして下さい。

　　　　　　　　　患部にのみ軟膏塗布すること。カサカサしている場合は保湿剤を処方します｡

　　　　　　　　　末血１の検査をして金曜日に検査結果が判るようにして置いて下さい。

　　　　　　　　　(検査結果は千葉良Dr の机の上に置きすぐ見られる様にして下さい。)

大久保　まつゑ様～ご家族様が他医からの点眼薬を持ってきていましたが、千葉良Drより

二フラン点眼薬が処方となっています。結膜炎等ないため他医処方の抗生剤の入った点眼薬は止めることとします。

アイソジェンを摂取して頂いていますが、咀嚼しないで飲んでいると誤嚥性肺炎になりやすく、噛むかどうか摂取しているときは良く観察して見ていて下さい。良く咀嚼していなければ食事は出す事は出来ない。もし、食事を入れるとなれば年末、年始を避け年明けに半固形にして食事を出しても良いかも知れません。

中村　松五郎様～頭部ＣＴでみると今まで良く歩かれていると思うほどであるが患者様の気

　　　　　　　　持は今迄と同じと思っていますので見守りされ、車椅子を使用した方が良い。

鳥谷部　国光様～フラフラされていますが薬を止めると、怒りやすく乱暴になってしまいます。内服薬は正月明けに考えて見ましょう。転倒させないよう観察して下さい。

宮　チヤ様　　～他患者様に手を出す為見守って下さい。

長坂　才次郎様～車椅子から自分で降りたりされる為見守ってください。

峰田　満男様　～内服薬のせいで歩けない。パーキンソン症候群で手を貸すと甘える様子があります。

板垣　富蔵様　～パーキンソン症候群が来ないように薬を服用していますが、糖尿病がある。

三浦　一男様　～特徴は思いが通らないと自分で行うという所があります。良く話しを聞いて対処して下さい。

高橋　良一様　～スタッフが手をひくとわさ゜と手こずらせている。1人で徘徊されている時はサッサッと歩かれていることが見られます。こういうことを踏まえ事故を起こさない様にして下さい。

鳥谷部　国光様、中村　松五郎様はバランステストをされた方が良いと思います。

まず、事故があった場合は、消毒しないで流水で洗ってください。創が1cm以上深い時は縫合してもらって下さい。

又、スタッフは個人衛生を守り風邪を引かないようにして下さい。書類などが来た場合、正月明けとなります。

＜回想法12/17日の報告…立里さんより＞

五十嵐　タイ様～ホールへ椅子を並べると自分からＣホールへ来ています。雪についての課題でかまくらの中で甘酒を飲んだ等と話される。前回は不穏ぎみで歌ったり、踊ったりされていました。

奥利　ウメ様　～参加前自室からＣホールへ誘導する時は良かったが、途中

から大声を出され不穏状態になりその後も暫く大声を出されていました。

河村　勝男様　～移棟してすぐでありましたが、ニコニコされ下駄スケートについて色々話されていました。

長坂　才次郎様～参加して頂いていますが傾眠がちであり声掛けするも起きて頂けなかった。興味をひく話題を提供して行こうと思っています。

午後には上村　木一様、田村　耕一様、若松　高様の参加拒否があっています。

細越　国男様　～途中、トイレに立たれた後戻って来なく、終って整理をしていると途中で「トイレに立ってすいませんでした。」と土下座をする事がありました。

＜週間連絡事項＞

12/21日歯科診察日、12/22日小坂Ｄｒ診察日、12/23日、田子高校のボランテァ慰問、12/24日、藤田　金弘様室岡整形外科受診日、12/25日クリスマス会、法人忘年会が予定されています。

＜ＮＣＰ評価検討、受け持ち患者様＞

山下　ヨシ様　～♯1　潰瘍の悪化、再手出血の恐れがある。

　　　　　　　　　Ｐ1　異常時適切な処置を受ける事が出来る。

1 食事摂取量の観察

2 排便時の性状や色の観察　

3 身体症状の訴えの有無

4 睡眠状態の観察

5 血液検査データの把握

6 日常生活の観察

7 訴えが無い時はスタッフ側で体調を問う。

橋本　万様　～♯1　　腹部症状

　　　　　　　　Ｐ1　排尿、排便が出来る。

　　　　　　　　　　（オムツ内でも自力ならＯＫ）

1 水分補給

2 排便状態、排便の調整（シンラックの服用）

3 失禁があった後でも腹圧を掛け残尿の確認をする。（尿路感染防止のため）

4 グル音、排ガスの有無、腹部マッサージ

5 排便習慣の確立

　

　　　　　　　　　







































































































